「○○○題材名（タイトル）○○○」
ー（テーマ）の製作（制作）ー

技術・家庭科研究会　内容○グループ


１　はじめに
　生徒の実態として，「○○○○」「○○○○」という姿がある。そのため，題材全体を貫いた「○○○○」という資質・能力の育成を目指し，教師用の授業構想シートと生徒用の学びの活用シートを用いて，授業実践を行った。

２　授業内容について
　生徒に○○○○○な力を身に付けさせるため，教材に○○○○○を用いて実践を行った。問題発見・課題設定の場面では，○○○○○（資料名等）を用い，生徒に○○○○○○○○○○問題を考えさせた。その際，○○○○○○○○○○に留意し，○○○○○○○○○○○○○○○とした。発見した問題に対し，これまで学習した○○○○の技術を用い，課題を設定させた。その結果，生徒からは「○○○○○」や「○○○○○」，「○○○○○」といった課題が設定された。その課題を生徒は○○時間かけ，製作した（製作している）。

３　生徒の学びについて
　構想シートを利用することで，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
活用シートを利用することで，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
（ここにはワークシートを利用することで，生徒にどんな学びを与えることができたか（できそうか）を記述してください。）

４　各シートを活用した変化について
　構想シートを利用することで，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
活用シートを利用することで，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
（ここにはワークシートを利用することで教師側の意識や生徒の授業の様子にどんな変化があったかを記述してください。）

５　使用した両シート


（記入例）留意点：記入例では「○○○○」の部分を赤字で具体的な授業内容に置き換えて記載しています。参考にして下さい。

「社会の問題をこれまでの学習で身に付けた技術で解決しよう」
ー計測・制御システムによる自動化システムの製作ー

技術・家庭科研究会　内容Dグループ
１　はじめに
　生徒の実態として，「計測・制御システムを利用した製品を日常的に使っているが，その仕組みを知っていたり，知ろうとしたりする機会が少ない」「問題に対して課題を設定し解決する力を十分身に付けていない。」という姿がある。そのため，題材全体を貫いた「情報の技術の計測・制御システムを利用することによって，安全で誰も取り残されることのない社会を実現する」という資質・能力の育成を目指し，教師用の題材構想シートと生徒用の学びの活用シートを用いて，授業実践を行った。

２　授業内容について
　生徒に問題解決のための実践的な力を身に付けさせるため，教材にマイコンボード及び４種類のセンサ，３種類のアクチュエータを用いて実践を行った。問題発見・課題設定の場面では，イメージマップを用い，生徒に社会にある問題を考えさせた。その際，設定条件を提示するタイミングに留意し，問題発見後に「自動化システムで解決できる問題」，教材の製作練習後に「課題の具体化」を検討させることとした。発見した問題に対し，これまで学習した全内容の技術を用い，課題を設定させた。その結果，生徒からは「節電を知らせるシステム」や「熱中症を防止するシステム」，「自動で害虫を駆除するシステム」といった課題が設定された。その課題を生徒は８時間かけ，製作した。

３　生徒の学びについて
　構想シートを利用することで，生徒に身に付けさせたい資質・能力が具体的になり，教材をどう取り扱っていくことが重要になるか明確になった。今回の授業であれば，社会にある問題を生徒が細分化し，それぞれに対応する課題を設定させることで，技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付けさせようとした。そのため，「細分化させるためにイメージマップを利用すること」「生徒が考える様々な問題に対して，実現可能な範囲を広げることのできる教材を提供すること」が重要であると考えることができた。また，授業の進め方を具体的に記載できるため，個人で取り組む場面とグループで取り組む場面の構想ができ，個別最適な学びと協働的な学びを意識することができた。本題材では，問題発見・課題設定までの学習活動を個別最適な学び中心にし，製作以降については協働的な学び中心に行う計画にした。
活用シートを利用することで，生徒に本題材で行う授業の流れが一貫して見え，授業にストーリー性をもたせることができた。「生活の中にある製品から工夫を見つけ，その工夫について知り，その工夫を使って製作，製作したものを評価し，評価した内容をもとに生活を見直す。」この一連の流れが１つのワークシート内に収まることで，問題を見つける方法やその解決方法を実践した結果が一目で把握できるようになった。また，解決方法の実践計画を生徒自身が立て，見通しをもって学習を行い，計画も含めて結果を評価する振り返りの学習を行うことができた。

４　各シートを活用した変化について
　構想シートを利用することで，生徒に身に付けさせたい資質・能力から「細分化させるためにイメージマップを利用すること」「生徒が考える様々な問題に対して，実現可能な範囲を広げることのできる教材を提供すること」のように，どのように学ばせるかを教師が意識することができた。また，題材を扱うまでに個人で取り組む場面とグループで取り組む場面を構想しているため，評価をどの場面でするかを事前に検討することができた。そのため，生徒の学習内容が焦点化され，これまでと同じ時間数でも授業内容を充実させることができた。
活用シートを利用することで，生徒は最後の振り返りで，「計測・制御システムによる自動化システムの製作をすることで何を学んだのか」はもちろん「どのように学んできたのか」についてまとまりをもって見ることができた。また，どのように学んできたのかの手段がこのシートには残っているため，これからの学習においても「どのように学ぶか」を役立てることができると○○○○○○○。
５　使用した両シート学びの活用シート
（文字が見える大きさ・主要部分の提示でも可）
授業構想シート
（文字が見える大きさ・主要部分の提示でも可）

